
第 ８１ 号議案 

 

 

 

令 和 元 年 度 

 

 

  国立市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）案 

 

 

 

上記の議案を提出する。 

 

 

 

    令和 元 年 １２ 月 ３ 日 

 

 

 

 

 

 

     提出者  国 立 市 長    永 見 理 夫 
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国立市後期高齢者医療特別会計 

補 正 予 算 ( 第 ２ 号) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（  １  ）  

 

令和元年度国立市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）  

 

 令和元年度国立市の後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところに

よる。  

 

 （歳入歳出予算の補正）  

第１条   歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 2,928千円を増額し、歳入歳出予算の総額

 を歳入歳出それぞれ 1,781,396千円とする。  

２  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算  

 の金額は、「第１表  歳入歳出予算補正」による。  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      令和元年  １２月  ３日提出  

 

                       東 京 都 国 立 市 長                    永  見  理  夫  

 

 

 

 

 



第　１　表 歳 入 歳 出 予 算 補 正
歳　入

(　　　)2

款 項 補正前額 補 正 額 補正後額

3. 繰越金 213 2,928 3,141

1. 繰越金 213 2,928 3,141

歳　　　　　　入　　　　　　合　　　　　　計 1,778,468 2,928 1,781,396

千円 千円 千円



歳　出

(　　　)3

款 項 補正前額 補 正 額 補正後額

1. 総務費 40,252 2,928 43,180

1. 総務管理費 37,506 2,928 40,434

歳　　　　　　出　　　　　　合　　　　　　計 1,778,468 2,928 1,781,396

千円 千円 千円



 



 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度  

 

 

国立市後期高齢者医療特別会計 

補正予算（第２号）説明書 

 



















Ⅱ ． 給 与 費 明 細 書

１ ． 一  般  職

  　（１）  総      括

管理職手当

707 1,874

扶 養 手 当 地 域 手 当 住 居 手 当

1,811 2,031

区　　　分

4,031

2,581

21,735

7,793 19,154

職 員 手 当

等 の 内 訳

補　正　後

1,377

654

比　　　較 106

補　正　前 1,705

0

12,068

11,361

給　　　　　　与　　　　　　費

報　　　酬 給　　　料 職員手当等 計

347

共　済　費

比　　　較

補　正　後

補　正　前

9,6673

3

（千円） （千円）

3,684

時間外勤務手当

区　　　分
職　員　数

（人）
（千円） （千円） （千円）

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

（　14　）



25,766

5,674

5,169

△ 114 505

265

151

2,928

合　　計

（千円）

22,838

（千円）

特殊勤務手当 通 勤 手 当

備　　　　考

（千円） （千円） （千円） （千円）

退 職 手 当 児童手当期 末 手 当

（　15　）



　　（２） 給料及び職員手当の増減額の明細
増　　減　　額

（千円）

給　　　　 料

職 員 手 当

707

1,874

　　 その他の増減分

　　制度改正に伴う増減分

　　普通昇給に伴う増加分

　　その他の増減分

1,874

707

増　減　事　由　別　内　訳
（千円）

　　給与改定に伴う増減分

区　　　分

（　16　）



職員構成等の変動による増減分
707 千円

職員構成等の変動による増減分
497 千円

　 時間外勤務時間数の増による増分
1,377 千円

説　　　　明 備　　　　考

（　17　）


